
【施策の目的と取組・現状分析】
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成果指標の状況（☆は追加した指標、※は変更した指標）
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4 成果指標の実績値は目標値に対してどうでしたか？ 5 令和２年度の目標値達成の見込みと方向付け
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【施策の振り返り】
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【結論として・・・（施策の振り返りも踏まえて）】
10

1,006 ※1,250

２の成果目標の視点から、
問題点は何ですか？

▼　問題があると思われる点を、２の目標とする成果の視点から原因を踏まえて記入してください。

・広く住民レベルの都市交流に結びつけられていない状況にある。また、ふるさと南会津会では核となるメンバーが高齢化しているため、若
い人材が必要となっている。
・地域の魅力を伝える返礼品の種類を増やし、納税者の増につなげるためにも、制度活用を希望する事業者が円滑に参入しやすいようサ
ポートする体制を整える必要がある。

２の成果目標の視点から施
策全体の今後の方向性は？

・受け入れ体制の充実強化を図るとともに、自然をいかした観光資源の独自開発に取組む。

11

上記を踏まえ、施策の目的
を実現させるためには、どの
ような「解決すべき問題への
方策」・「達成できた事項をさ
らに伸ばす方策」があります
か？
また具体的な対応・対策をど
うしますか？

▼　施策を実現するための「解決すべき問題への方策」と「達成できた事項をさらに伸ばす方策」を記入し、それらに対する今後の対応を具体的に記入してください。

施策における｢解決すべき問題への方策」　または
「達成できた事項をさらに伸ばす方策」

具体的な対応・対策

・友好都市との相互交流の強化

鉄道利用のための二次交通利用促進等、交流人口の増加に繋がる
取組みを継続的に行う。また、雪という観光資源を活用したイベント
も検討し、雪遊びの楽しさを南会津町の子供たちとともに交流できる
よう取組む。更にスポーツ団体等の相互交流についても働きかけを
進めていく。

・ふるさと南会津会々員の確保
南会津町の特産品をPRし、南会津町を理解していただき、魅力ある
事業を展開していく。

２の成果目標の視点から、
成果が上がったことは何で
すか？

▼　成果があったと思われる点を、２の目標とする成果の視点から原因を踏まえて記入してください。

・友好都市でのイベントを中心に年間47回実施し、南会津町をＰＲすることができた。
・インターネットを活用し、広くＰＲを行った結果、寄付者が増加した。

評価 ▼その理由として考えられること 見込み ▼その根拠と目標値設定（変更）の考え方

④ 下回った 少雪による教育旅行の減少に起因する。

「目指すべき状態」に対し、こ
れまでどのような取組を行い
ましたか？

▼ 「目指すべき状態」の実現に向けて、取り組んだことは何ですか？箇条書きで記載してください。

・相互交流を進めるため、友好都市のイベントに参加し南会津町のＰＲを実施した。
・新規納税者を獲得すべく、複数ポータルサイト掲載によるPRやイベントでのPRを行った。

施策の「対象」の現状はどの
ように変化しましたか？

▼　現状把握に努めましたか。　把握した現状とその変化、町民や議会の声などを記入してください。

・南会津町との友好都市や南会津町出身者で構成する「ふるさと南会津会」との交流事業で南会津町の観光ＰＲを行い、交流人口の誘客
に繋がった。
・納付の際、寄付者からいただいたコメントやご意見により、現状把握に努めた。

① 大きく上
回った

返礼品複数サイト掲載によるPRの場の増加と、説明会開催に
よる町内事業者への制度理解促進による返礼品増加により効
果があらわれた。

② このままで
達成可能

コロナ禍で寄附者や町内事業者の関心も高まっており、今後も引き
続きHPやポータルサイトを用いたPRを行い返礼品を追加することに
より、寄附者の増加が見込まれる。

④ 達成は困
難

新型コロナウイルス感染症の影響により今年度の達成は困難と考え
られる

都市交流人口

ふるさと納税者数

人 73,208 74,000 66,122 74,000

施策の目的（対象・意図）は何ですか？
※対象(誰が、何が)、意図（どのようになることを目指すの
か）を対象ごとに記載してください。

①町民が郷土を住みやすく誇れる地域にするため、地域に埋もれた資源を発掘するとともに、地域間交流を
進めることで、交流人口の拡大を目指し、定住人口を増やす。

「目指すべき状態」になるた
めの成果目標は何ですか？

▼ 「目指すべき状態」を実現するために目標とする成果は何ですか？箇条書きで記載してください。

①都市交流人口の増加

単位
平成30年度 令和元年度 令和２年度

実績値 目標値 実績値 目標値

人 648 680

基本目標(政策) 2-3 町民所得の向上を図ります（産業振興）
関係課・係

総合政策課 地域振興係

総合政策課 企画政策係

基本計画(施策) 2-3-6 ・地域間交流の推進

総合計画 南会津町総合振興計画施策マネジメントシート 令和 2 年度作成

目標の柱 2 就労対策・企業支援と戦略的な取り組みによる町民所得の向上
課 係

主管課・係 商工観光課 観光交流係



12 施策を構成する事務事業

事業費(一般財源)の合計（千円）

事業費

24,889 - -47,324 22,924 49,689

事業費

08

目的

07

概要

成果

問題

対策

問題

対策

事業費

目的

概要

成果

1,900 1,900 - -

06

目的

概要

成果

問題

対策

04
合宿誘致促進事

業

会員間の交流事業や定期的な会員へのふるさと宅急便、町の旬の情報を提供する。

成果
南会津や日本酒に関心のある人を中心に、首都圏での地酒イベントを開催し本町出身者以外の会員の獲得につなげ
た。05

ふるさと南会津会
運営事業

商工観光課

目的 本町の出身者等で構成する「南会津町応援団」である、ふるさと南会津会への運営支援。

概要

観光交流係

問題
中心的会員が高齢化してきている。また、新型コロナウイルス感染症の影響で今後の事業に対する悪影響が予想され
る。

本町に宿泊し、合宿を行う中学生から大学生を対象に、延べ宿泊者数に応じて助成金を交付し交流人口の増加を図
る。

61 13,650

対策 ふるさと南会津会の事業を通じ、新規会員の増加に努める。

事業費 1,914 1,914

観光交流係

問題 新型コロナウイルス感染症の影響で今後の事業に対する悪影響が予想される。

対策 新型コロナウイルス感染症対策の実施を前提とした受入態勢及び事業内容の再構築を図る。

事業費 15,361 50 - -

成果
合宿経費の一部を助成することにより、各団体の経済的負担を軽減することにつながり、延べ受入実績約11,512人を
誘致することができた。

商工観光課

目的 セールスキャラバンの展開や合宿団体の旅行経費の一部を助成することで、本町への合宿団体の誘致を促進する。

概要

12,004 - -

対策 専門職員の増は現実的でないことから、アウトソーシングを検討する。

事業費 11,676 11,676 12,004

企画政策係

問題 納税件数が増加するにつれ、事務処理に係る時間を要する。

03
ふるさと納税推進

事業

総合政策課

目的

農村生活体験推進のための取組を支援する。

成果 受入農家の方々の事業への取組み方が意識向上に繋がり、地域の活性化に繋がった。

観光交流係

問題 新型コロナウイルス感染症の影響で今年度の受入が厳しい状況になった。

対策 新型コロナウイルス感染症対策の実施を前提とした受入体制の整備・充実が必要。

事業費 9,200

魅力ある地域づくりを推進し、本町を応援したいという気持ちと、納税したことによる満足感を得られるような取組を進
め、本町のＰＲと応援者を増やす。

概要
幅広くふるさと納税を呼びかけ、本町の知名度向上と納税額の増加を図るとともに、寄附額に応じた特産品等を送付
する。

成果 納税者及び納税額が年々増加しているとともに、継続して納入してくださる方が増えている。

100 11,200 0 -

02
南会津農村生活
体験推進協議会

運営事業

商工観光課

目的 充実した農村生活体験を提供し、受入農家の所得向上と地域活性化に努めることを目指す。

概要

01 都市交流事業

-

地域間交流が進み、町民レベルでの交流の輪が広がった。

観光交流係

問題 新型コロナウイルス感染症の影響で今後の事業に対する悪影響が予想される。

対策 新型コロナウイルス感染症対策の実施を前提とした友好都市と連携を進めていく必要がある。

事業費 9,173 9,173 10,935

商工観光課

目的 都市間交流により相乗効果が得られるような交流事業の実現を目指す。

概要 友好都市等との地域間交流の推進を図る。

成果

10,935 - -

番
号

事務事業名
（令和２年度新規事業

に★）

所管課

担当係

事業の目的、概要、成果、問題、問題に対する対策を簡潔に記載してください。（2行以内）

事業費(千円)

元年度決算額 うち一般財源 ２年度予算額 うち一般財源 - -


